
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○学習内容の基礎的
学力・学習規律の定着

〇「家庭学習に取り組むよう
に声をかけている」保護者の
割合が８０％以上（アンケー
ト）
〇「家庭学習時間や授業内
容を意識した宿題を出したり
事後指導したりした」教師の
割合９０％以上（アンケート）
○学びの構えアンケートの
態度に関する６項目で「でき
ている」答える児童の割合８
０％以上
〇読書目標冊数達成児童８
０％以上

・よぶこっこ学習だより」を学期に1回発行し、
保護者への啓発を図る。
・「レべプリ」と「ぐんぐんタイム」の、全校の共
通実践を行う。
・宿題や適用問題の全体指導及び個別指導
を行う。
・学びの構えの教室掲示。また、学びの構え
アンケートの実施及びその振り返りから児童
の学習規律への意識向上を図る。
・朝の読書の取り組みや必読図書の設定を
行い、読書を推奨する。

B

・家庭学習に取り組むように声をかけて
いる保護者が約9割と多いことはよい。
しかし、読書に取り組んでいる児童は
少ないので家庭での読書の啓発を図書
だよりや学習部からのお便りで行って
いきたい。
・学びの構えアンケートにおいて学習の
態度に関する６項目のうち、4項目は達
成できた。達成できなかった内、授業中
の発表がどの学年も低い結果となっ
た。そのため、来年度はその項目の割
合を上げる取り組みが必要。
・来年度も学力向上が課題になる。朝
の時間の全校での計算の取り組みや
長期休み明けのテストの実施について
検討しなければならない。

A

・学力向上の取り組みは大変
すばらしいので、継続してほし
い。
・読書量は個人差があると思
うが、7割以上の子どもが、読
書目標冊数の8割を読んでい
るのがよい。
・いつも丁寧な指導に感謝。
学校で学んだことを楽しそうに
話す様子が見られ、安心して
いる。

学習部
研究主任

●児童生徒が、自他の
生命を尊重する心、他
者への思いやりや社会
性、倫理観や正義感、
感動する心など、豊か
な心を身に付ける教育
活動

〇「学校は楽しい」と答える
児童９０％以上（児童アン
ケート）
〇児童集会で感想交流が昨
年度より活発になる。（観察）
〇「友達のがんばりを見つけ
ることができている」と回答し
た児童９０％以上。

・他者を認め合う活動を全学級、一日一回以
上設定する。
・自尊感情を高めるために、帰りの会等で一
日をふりかえり自分のがんばりや友達のが
んばりを認め合う活動を行う。
・児童集会やたてわり活動において、異学年
間での認め合う時間を設定し、誰もが発言で
きる場をもつ。 B

・92％の児童が「学校は楽しい」という
回答であった。他学年との交流や活動
を多く取り入れたため、いろいろな学年
と話したり遊んだりする姿がよく見られ
た。来年度も、他学年との活動を多く取
り入れたい。
・集会で発表する学年が偏っていたた
め、各学年から感想を求めたり、周りの
友達と話す時間を設けたりして、いろい
ろな学年の感想が聞けるように、来年
度工夫していく。
・友達と仲良く遊ぶ姿は多く見られる
が、関係の近さから互いの頑張りを改
めて褒め合う場面は少ない。紙に書い
て掲示するなど、良さを可視化する取り
組みを来年度検討したい。

A

・9割以上の児童が「学校
が楽しい」と評価している
のは、楽しいと思える取り
組みがあるかであろう。何
でも話せる雰囲気もよい
のではないか。継続してほ
しい。

保体・特活部

●いじめの早期発見、
早期対応に向けた取
組の充実
○人権学習の実施

○いじめ防止等について組
織的に対応できていると回
答した職員９０％以上（職員
アンケート）。
○「自分や友だちを大切にで
きた」と回答した児童９０％
以上（児童アンケート）
○「学校では道徳や人権教
育などがきちんと実施されて
いる」と回答した保護者９
０％以上（保護者アンケート）

・毎月第3月曜日に「心のアンケート」を実施
して、児童の実態を把握し、早期対応を行う。
子ども支援会議の中でも全職員で共通理解
を図り、学校全体で児童に対応をしていく。
・部落差別を解消するための学習の取組を
行う。
・人権映画の実施（6月）、言葉遣いについて
考えさせる強化週間の取組（年２回）を行う。
・ＳＣやSSW巡回指導等の外部機関を活用す
る。
・QUアンケートを実施し、それを学級づくりに
生かすための研修を行う。

A

・いじめ防止等について組織的に
対応できていると回答した職員は
100％で達成できた。「心のアン
ケート」や「いじめアンケート」を通
して、児童の実態を早期発見し、
早期対応ができた。
・「自分や友だちを大切にできた」
と回答した児童、「学校では道徳
や人権教育などがきちんと実施さ
れている」と回答した保護者は、共
に95％で達成できた。
・ＱＵアンケート実施後に、職員研
修を行い、２学期以降の学級指導
に生かすよう努めた。

A

・月1回の心のアンケート
や、いじめのアンケートな
ど、いじめを早期発見する
ための取り組みがよい。
子どもたちにも安心感を与
えていると思われる。
・丁寧な指導に感謝してい
る。子どもたちの些細なこ
とでも気にかけて声をかけ
てもらい、子どもたちが安
心して過ごせる環境を作っ
てもらっていたと思う。

子ども支援部

●児童生徒が夢や目
標を持ち、その実現に
向けて意欲的に取り組
もうとするための教育
活動。

●「先生はあなたのよいとこ
ろを認めてくれていると思う」
と回答した児童80％以上
●◎「将来の夢や目標を
持っている」について肯定的
な回答をした児童85％以上

・地域を生かした学習や夢・目標について考
えさせる場面を設け、教科、学校行事等を通
して、郷土を誇りに思う心や自己肯定感を高
めさせる。
・キャリアパスポートに学習成果物や学習評
価物を整理する機会を、学期に２回設ける。
・児童一人ひとりが活躍できる場をつくる教育
活動に取り組む。

A

・担任のみでなく、教師全員が、ど
の児童にも話しかけたり褒めたり
しており、94％の児童が「先生は
あなたのよいところを認めてくれて
いる」と回答し、達成した。
・「将来の夢や目標をもっている」
児童は80％であった。自分の良さ
を理解し、さらに高みを目指して努
力し続けることの大切さを伝える
必要がある。

A

・地域と連携しながら学習を
行い、学んだことを発信でき
ているのが素晴らしいと思う。
大人になった時、呼子に貢献
できる人に成長するのではな
いかと思う。

保体・特活部

●「望ましい食習慣と
食の自己管理能力の
育成」

●「健康に良い食事をしてい
る」児童生徒９０％以上

・毎朝、健康チェックの際に朝ごはんの喫食
状況を確認し、食べていない児童には個別に
指導する。
・給食時間中に各教室で食事のマナーに関
する指導を行う。また、給食の放送原稿を作
成し、毎日給食委員会より放送してもらう。
・毎月１回程度、家庭へ給食だよりを配付す
る。

B

・「バランスのとれた食事をし
ている」児童は89％であった。
給食だよりや各学級の通信を
通して、食の大切さを伝えるこ
とを継続して行っていく。 B

・食生活については、家庭
環境が大きく関係している
と思われるので、学校から
協力を求めるのも難しいと
思われるが、啓発を続け
てほしい。

保体・特活部

○児童の体力の向上 ○外遊びを奨励し、佐賀県
のスポーツチャレンジに全学
級が取り組む。
〇「進んで外遊びやスポーツ
チャレンジに取り組んだ」と
回答した児童９０％以上。

・佐賀県のスポーツチャレンジについて取組
月間を設け、各学級で一回は必ずチャレンジ
するよう呼びかける。
・児童主体の縦割りなわとびタイムを１１月に
実施する。 A

・全学年が取り組んだ。
・1月13日～23日で、マラソンタイ
ムを実施した。来年度も実施した
い。
・「進んで外遊びやスポーツチャレ
ンジに取り組んだ」児童は94％で
達成した。年間通して、朝や休み
時間には、進んで外で遊ぶ児童が
多い。

A

・外で遊んでいる子どもはは
少ないが、公民館活動など
で、活動している様子を見る
と、元気で活発な子が多いと
感じている。引き続き学校で
の指導をお願したい。

保体・特活部

●業務改善・教職員の働き方
改革の推進

●業務効率化の推進
と時間外在校等時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる
時間外在校等時間の上限を
遵守する。
●年間２０日の年次休暇のう
ち、職員1人当たりの年次休
暇の取得日数14日以上

・行事等に見通しをもって取り組んだり、互いに声
を掛け合ったりしてハッピーフライデー（定時退勤
日）に学校全体で取り組む。月末は、スーパーハッ
ピーフライデーとして、定時退勤を厳守し、全員退
勤後30分内の学校施錠を目指す。
・業務の効率化のために、事務主査と協力して公
共の場所を整理整頓し、職員が働きやすい職場環
境を目指す。
・長期休業中には積極的に声をかけ、1人当たり14
日以上の年休取得を目指す。

B

・「見通しをもって行事に臨んだりタイム
マネジメントを意識したりして働き方改
革に取り組めたか」という意識調査では
７８％の教職員が「できた」と回答し、業
務改善への意識改革は、浸透してきて
いると考えられる。
・業務の効率化のために整理整頓をす
ることに関しては、意識が低く、何がど
こにあるのかを、把握できない職員も多
い。働きやすい職場環境を目指し、引き
続き努力を続けていく。
・年休取得に関しては、平均日数が１５
日であり、14日以上を取得することがで
きた。

B

・ハッピーフライデーなど
設定して、時間を意識して
働かれているのがいいと
思う。先生方の意識改革
が必要だと思うので、引き
続き取り組んでいってほし
い。 教頭・事務主査

●特別支援教育の充実

○教育活動のＵＤ化
○特別支援教育の充
実

○どの子も楽しく理解できる
授業づくりのために、各自目
標を設定し、その目標が「達
成できた。」と答える教師が９
０％以上（アンケート）

・人権が尊重される環境づくりを視点にした授業・
教室環境のＵＤ化に努める。
・教職員の特別支援教育についての知識や理解を
深める研修を行う。
・特別支援教育Ｃを中心とした支援体制のもと、支
援を要する児童の実態を把握し、子ども支援会
議、ケース会議を通して、全職員の共通理解を図
ることで有効な支援をする。
・ＳＣやSSW巡回指導等の外部機関を活用する。
・授業のＵＤ化で児童の学習理解を進める。
・UD教育の冊子を活用する。
・UD教材の紹介と活用をする。
・教師一人一人がＵＤ化に向けた目標をもって取り
組む。
・特別支援教育の理解、啓発のために、保護者に
向けた通信を発行する。

A

・どの子も楽しく理解できる授
業づくりのために、指示の出し
方や説明の仕方に各自目標
を設定し、その目標が「達成で
きた。」と答える教師が100％
で達成できた。
・体幹についての研修を行っ
たり、事例検討を実施したりし
て、職員の知識を高めた。
・ケース会議を行い、必要に応
じて保護者を招いて、共通理
解をすることができた。

A

・子ども支援会議など、定期
的に開かれており、一人一人
の支援を大切にされているこ
とが分かった。
子どもたちも安心して学校生
活を送っていると思う。

特別支援ＣＯ
子ども支援部

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

◎呼子プライドを育む教育

〇◎いきいき学ぶから
つっ子育成事業の推進
〇◎海洋教育の推進（学
校独自重点取組・任意）

〇◎「学校では地域の良さを知
る学習に取り組んでいる」と肯定
的な回答をした保護者が８０％
以上（保護者アンケート）
〇◎「地域を生かした学習に取
り組んだ」と肯定的な回答をした
教師が８０％以上（教師アンケー
ト）

・地域を題材とした総合的な学習の時間の見直しと
再構築を行う。
・３、４、５年の総合的な学習の時間を中心に、「地
域のひと・こと・もの」と関わりながら、呼子の海のよ
さ・歴史・環境の学習を年間２０時間以上実施す
る。 A

・「学校では地域の良さを知る学習に取り組
んでいる」と肯定的な回答をした保護者が９
８％と、最終評価では中間評価の９０％より
８％上回った結果が出ていた。

・「地域を生かした学習に取り組んだ」と肯
定的な回答をした教師は、中間評価では６
３％であったが、最終評価では９１％に上
回った。総合的な学習の時間を充実したも
のにした事はもちろんのこと、学習の成果を
他学年や地域に発信するなどの機会を設け
たことが最終評価の結果につながっていた
と思われる。次年度も継続して「地域を生か
した学習」に取り組んでいこうと思っている。

A

・公民館交流会での発表や、
中尾家でのハイヤ節披露を
見ても。地域についてよく学
んでいると思う。学んだことを
発信する機会が少ないので
はないだろうか。今まで通り自
信をもって取り組んでいって
ほしい。

教務主任
3・4・5年生担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
最終評価 学校関係者評価

学校名 唐津市立呼子小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・「呼子プライドを育む教育」として、地域を題材にした学習や体験活動を通して、地域の良さを知り、地域の一員としての誇りを持つことができた。また学んだことを地域に発信することで自己肯
定感を高めることにつながった。
・「自分の考えをかく」ことを通して、自分の考えを伝えあう力を伸ばすために、教職員一人一人の指導力の向上を図り、児童の学力向上につなげたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・「呼子プライドを育む教育」として地域を題材とした学習を充実させ、その取組みを発信することができた。取組みの振り返りを大切にし、自己肯定感を高めていくことで夢に向かって努力する

児童の育成を図っていく。

・校内研究により、共通した取組みを継続して「かく力」を育てると共に、家庭学習の充実を図り、基礎・基本の定着を目指す。

２　学校教育目標 自他を大切にするとともに、主体的に考え・動く子どもの育成

３　本年度の重点目標
【令和７年度　呼子小重点プロジェクト】

①学力の保障　②ひとりひとりを大切にする教育　③呼子プライドを育む教育　④業務改善

目指す児童像 めざせ！キラリと光る 呼子っ子
よ よく聞き考え 進んで勉強（かしこく＝学力の保障）

ぶ ぶつかるやる気 バリバリ仕事（あたたかく＝勤労奉仕）

こ ことばハキハキ あいさつ礼儀（あたたかく＝自他の尊重）

つ つけようけじめ なくそういじめ（あたたかく＝差別解消）

こ こころキラキラ じょうぶな体（つよく＝生命尊重）


